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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第37期
第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 11,642,998 12,620,462 16,475,324

経常利益又は経常損失(△) (千円) △145,455 19,227 182,226

四半期純損失(△)
又は当期純利益

(千円) △236,324 △73,804 68,779

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △294,908 67,439 39,105

純資産額 (千円) 4,877,961 5,263,128 5,211,952

総資産額 (千円) 13,467,278 16,701,443 14,370,077

１株当たり四半期純損失(△)
又は当期純利益

(円) △71.61 △22.37 20.84

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.1 30.9 36.2

　

回次
第37期
第３四半期
連結会計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △8.57 9.55

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４  第38期第３四半期連結累計期間末における総資産の大幅な増加は、DTx Inc.を連結の範囲に含めたことによ

ります。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　
また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（電子機器事業）

当第３四半期連結会計期間において、株式の取得に伴い、DTx Inc.を連結子会社にしております。

この結果、平成24年12月31日現在では、当社グループは、当社及び子会社８社により構成されることとな

りました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

株式取得による会社等の買収

当社は、平成24年10月16日開催の取締役会において、米国フロリダ州に本社をおくDTx Inc.の株式を取

得し子会社化することを決議し、同日付で株式購入契約を締結いたしました。詳細につきましては、第４

〔経理の状況〕１〔四半期連結財務諸表〕〔注記事項〕（企業結合等関係）に記載のとおりでありま

す。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国経済は、世界経

済減速の影響を受けて、輸出や企業の設備投資が減少しており、厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループの売上高は12,620百万円（前年同期比8.4％増）となりました。利

益面につきましては、原価低減等の効果や売上高の増加に伴い営業利益は33百万円、経常利益は19百万円

となりました。なお、四半期純損失は、第２四半期と比べて改善したものの73百万円となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①  電子機器事業

デバイス＆ソリューション製品は、製造業の設備投資が減少した影響を受けましたが、再生可能エ

ネルギー買取制度の効果もあり、太陽光発電計測関連製品の売上高が増加いたしました。また、医療

・介護市場への拡販を進めており、医療機器組込用パソコンやベッドサイド情報端末などの引き合

いが大幅に増加いたしました。

システム製品は、株式会社コンテックソフトウェア開発を当社グループに編入したことにより、売

上が増加いたしました。また、業務提携先と協業して物流関連システムの拡販を推進しております。

この結果、売上高は6,636百万円（前年同期比13.1％増）、セグメント損失（営業損失）は前年同

期比149百万円改善し、167百万円となりました。
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②  ＥＭＳ（Electronic Manufacturing Service）事業

当事業では、株式会社ダイフク向け案件の一部が当初計画より前倒しとなったことから物流シス

テム用制御機器の販売が増加し、売上高5,984百万円（前年同期比3.6％増）、セグメント利益（営業

利益）は195百万円（前年同期比0.6％減）となりました。

　
(2)  財政状態の分析

①  資産の部について

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は16,701百万円となり、前連結会計年度末に比べ

2,331百万円増加いたしました。これは主に子会社株式(DTｘ Inc.)取得によるのれんの計上1,509百万

円、棚卸資産の増加845百万円によるものであります。

　
②  負債の部について

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は11,438百万円となり、前連結会計年度末に比べ

2,280百万円増加いたしました。これは主に関係会社短期借入金の増加1,200百万円、その他流動負債の

増加482百万円、仕入債務の増加431百万円、退職給付引当金の増加65百万円、未払法人税等の増加27百

万円によるものであります。

　
③  純資産の部について

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は5,263百万円となり、前連結会計年度末に比べ

51百万円増加いたしました。これは主に子会社株式取得等による少数株主持分の増加80百万円による

ものであります。

　

(3)  研究開発活動

小型軽量で長距離・屋外通信にも利用できる無線LANを開発し、発売いたしました。また、海外市場の

ニーズに合わせた仕様の産業用パソコンや拡張ボード製品の開発や、太陽光発電計測関連ではメガソー

ラー向け製品の開発などを行っております。さらに、非接触給電製品の電力伝送能力向上の研究や小型

非接触給電製品の開発を行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は609百万円（前年同期比0.4％増）

となりました。

　
(4)  従業員数

①  連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、株式会社コンテックソフトウェア開発、DTx Inc.を新たに連結

子会社としたこと等により、電子機器事業における従業員数が125名増加しております。

　
②  提出会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、著しい従業員数の変動はありません。
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(5)  主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に

完成したものは次のとおりであります。

会社名
事業所名

（所在地）
セグメントの名称 設備の内容

投資額

（千円）
完了年月

提出会社
本社

（大阪市西淀川区）
電子機器事業 情報システム 103,400平成24年４月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,800,000

計 10,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,300,000 3,300,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株で
あります。

計 3,300,000 3,300,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 3,300 ― 1,119,600 ― 669,600

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社コンテック(E02117)

四半期報告書

 6/18



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,299,400
32,994 ―

単元未満株式
普通株式

600
― ―

発行済株式総数 3,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 32,994 ―

(注) １  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２  単元未満株式数には、当社所有の自己株式93株を含んでおります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

(注)  当社は、単元未満の自己株式を93株所有しております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

なお、平成25年２月８日開催の取締役会において、平成25年４月１日付の役職の異動を次のとおり決議い

たしました。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 常務執行役員
事業統轄

取締役 常務執行役員
副事業統轄

中尾  宏 平成25年４月１日

取締役 執行役員
生産・サービス統轄

取締役 執行役員
生産・サービス副統轄

島川  勝英 平成25年４月１日

取締役 顧問
取締役 副社長執行役員
事業統轄

早坂  愼司 平成25年４月１日

取締役 顧問
取締役 専務執行役員
海外統轄

早野  史朗 平成25年４月１日
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,112,084 2,915,088

受取手形及び売掛金 ※2
 4,112,304

※2
 4,139,302

商品及び製品 1,606,483 2,074,937

仕掛品 765,312 878,191

原材料及び貯蔵品 1,167,711 1,431,967

繰延税金資産 38,091 48,261

その他 98,133 332,529

貸倒引当金 △184 △11,802

流動資産合計 10,899,937 11,808,475

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,016,134 952,249

機械装置及び運搬具（純額） 24,052 29,916

工具、器具及び備品（純額） 66,355 79,356

土地 1,389,919 1,389,919

リース資産（純額） 87,441 84,465

建設仮勘定 19,019 187

有形固定資産合計 2,602,922 2,536,094

無形固定資産

のれん － 1,509,517

ソフトウエア 175,558 223,987

その他 118,273 14,411

無形固定資産合計 293,832 1,747,916

投資その他の資産

投資有価証券 215,535 235,105

繰延税金資産 127 2,121

その他 357,722 371,730

投資その他の資産合計 573,385 608,957

固定資産合計 3,470,140 4,892,967

資産合計 14,370,077 16,701,443
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,079,115 3,510,510

短期借入金 1,250,000 1,249,481

関係会社短期借入金 2,000,000 3,200,000

1年内返済予定の長期借入金 800,000 870,471

リース債務 19,513 20,545

未払法人税等 34,444 61,808

その他 581,754 1,064,345

流動負債合計 7,764,827 9,977,161

固定負債

長期借入金 800,000 804,329

リース債務 67,928 64,104

繰延税金負債 3,067 5,230

退職給付引当金 489,027 554,215

その他 33,275 33,275

固定負債合計 1,393,297 1,461,154

負債合計 9,158,125 11,438,315

純資産の部

株主資本

資本金 1,119,600 1,119,600

資本剰余金 669,600 669,600

利益剰余金 3,627,350 3,454,547

自己株式 △69 △69

株主資本合計 5,416,480 5,243,678

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △24,961 △9,903

為替換算調整勘定 △194,578 △66,188

その他の包括利益累計額合計 △219,540 △76,092

少数株主持分 15,011 95,542

純資産合計 5,211,952 5,263,128

負債純資産合計 14,370,077 16,701,443
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 11,642,998 12,620,462

売上原価 9,169,306 9,899,937

売上総利益 2,473,691 2,720,525

販売費及び一般管理費

販売費 1,262,231 1,338,316

一般管理費 1,364,480 1,348,484

販売費及び一般管理費合計 2,626,711 2,686,800

営業利益又は営業損失（△） △153,019 33,724

営業外収益

受取利息 583 1,519

受取配当金 11,360 10,857

受取賃貸料 24,963 17,912

助成金収入 － 9,965

為替差益 11,915 －

その他 8,498 4,894

営業外収益合計 57,322 45,148

営業外費用

支払利息 45,499 45,529

為替差損 － 11,267

その他 4,258 2,850

営業外費用合計 49,758 59,646

経常利益又は経常損失（△） △145,455 19,227

特別損失

固定資産除却損 3,331 1,332

特別損失合計 3,331 1,332

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△148,786 17,894

法人税、住民税及び事業税 86,764 87,560

法人税等調整額 2,345 5,874

法人税等合計 89,109 93,435

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △237,895 △75,541

少数株主損失（△） △1,571 △1,736

四半期純損失（△） △236,324 △73,804

少数株主損失（△） △1,571 △1,736

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △237,895 △75,541

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,811 15,057

為替換算調整勘定 △42,200 127,923

その他の包括利益合計 △57,012 142,980

四半期包括利益 △294,908 67,439

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △293,341 69,652

少数株主に係る四半期包括利益 △1,567 △2,213
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、新たに株式取得した株式会社コンテックソフトウェア開発を連結の範囲に含めて

おります。

また、当第３四半期連結会計期間より、新たに株式取得したDTx Inc.を連結の範囲に含めております。なお平成24

年12月31日をみなし取得日としているため、貸借対照表のみ連結しております。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この変更に伴う損益への影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  受取手形裏書譲渡高は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 ― 千円 6,069千円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 48,415千円 54,377千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 187,256千円 198,900千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 49,500 15.00平成23年３月31日 平成23年６月24日

平成23年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 49,499 15.00平成23年９月30日 平成23年12月５日

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 49,498 15.00平成24年３月31日 平成24年６月28日

平成24年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 49,498 15.00平成24年９月30日 平成24年12月４日

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
及び包括利益
計算書計上額
(注)２

電子機器事業 ＥＭＳ事業 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,866,2525,776,74611,642,998 ― 11,642,998

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

741,4253,011,7793,753,205△3,753,205 ―

計 6,607,6788,788,52515,396,203△3,753,20511,642,998

セグメント利益又は損失(△) △316,967 196,395△120,571△32,447△153,019

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額△32,447千円には、棚卸資産の調整額△37,187千円及びセグメント間

取引消去4,740千円が含まれております。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
及び包括利益
計算書計上額
(注)２電子機器事業 ＥＭＳ事業 合計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,636,2695,984,19312,620,462 ― 12,620,462

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,052,0443,316,6304,368,674△4,368,674 ―

計 7,688,3139,300,82316,989,137△4,368,67412,620,462

セグメント利益又は損失(△) △167,743 195,167 27,424 6,300 33,724

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額6,300千円は、棚卸資産の調整額4,740千円及びセグメント間取引消去　

　1,560千円が含まれております。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「電子機器事業」セグメントにおいて、DTx Inc.の株式を取得し子会社化したことにより、のれんの

金額に重要な変動が生じております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,509,517千円であ

ります。
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(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間（自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日）

取得による企業結合

１ 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称    DTx Inc.

事業の内容          医療機器OEM向けの組込みソリューション

(2) 企業結合を行った主な理由

当社は、医療機器業界を今後成長が期待される分野のひとつとして注目しており、米国における事

業拡大および医療機器業界への取り組みを強化するためであります。

(3) 企業結合日

平成24年12月31日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

(5) 結合後企業の名称

結合後企業の名称に変更はありません。

(6) 取得した議決権比率

85.0％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とする株式取得により、当社が同社の議決権の85％を取得したためであります。

　
２ 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成24年12月31日をみなし取得日としているため、被取得企業の業績は当第３四半期連結累計期間にお

ける四半期連結損益及び包括利益計算書には含まれていません。

　
３ 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金 1,816,541千円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 43,853

取得原価 　 1,860,394

　
４ 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

1,509,517千円

(2) 発生原因

取得原価が企業結合時の時価純資産を上回ったため、その差額をのれんとして計上しております。

(3) 償却方法及び償却期間

15年間にわたる均等償却
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △71円61銭 △22円37銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失(△)(千円) △236,324 △73,804

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △236,324 △73,804

普通株式の期中平均株式数(株) 3,299,975 3,299,907

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

第38期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年11月９日開催の

取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議いたしました。

①  配当金の総額 49,498千円

②  １株当たりの金額 15円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

　
平成25年２月12日

株 式 会 社 コ ン テ ッ ク

取　締　役　会　御　中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　大野　功

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社コンテックの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成
24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括
利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コンテック及び連結子会社の平成24
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上

　

　
　
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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